
平成22年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

計 355,014 353,235 267,03786,013 0 185

経常 一般経費
水質検査等

需用費 3,440 2,293

85,966 264,303 3

2,293 3

394 3

臨時
旧西部清掃センター埋設
物処理事業

一般廃棄物を掘削・
運搬・処理 委託料 350,384 350,269

47 47 3経常 不法投棄防止対策事業
不法投棄撲滅ステッ
カー 需用費 95 94

経常 循環型社会形成事業
①７４基
②１０基

負担金補助
及び交付金

1,095 579 185

臨／経 事　業　名 事業内容（主な経費等）
予算現額
（千円）

決算額
（千円）

財源内訳
評価

事
業
概
要

　○不法投棄防止対策事業　・・・　不法投棄撲滅ステッカー50枚購入　公用車で使用

　○循環型社会形成事業
　　　　① 生ごみ処理容器（コンポスター）給付事業
　　　　② 電気式生ごみ処理機設置補助事業（172,000円補助）

　○旧西部清掃センター埋設物処理事業　・・・　旧西部清掃センターの廃止に向け、処分場に埋設されていた一般廃棄物を掘削、運搬、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　処理を行った
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【委託料】　　・埋設物選別業務委託　　　　　　　　　54,739,650円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・埋設物処分業務委託　　　　　　　　189,327,272円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・埋設物場外運搬業務委託　　　　　　26,728,554円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・埋設物管理業務委託　　　　　　　　　　6,424,950円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・異物場外運搬業務委託　　　　　　　　　　 10,500円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・異物選別処分業務委託　　　　　　　 38,655,750円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【工事請負費】　　・埋設物撤去工事　　　　　　　　　　　　31,736,250円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・周辺整備工事　　　　　　　　　　　　　　 2,646,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　350,268,926円
　○一般経費

国・県支出金 市債 その他 一般

部局名 生活環境部

課室名 環境衛生課

予算
款 項 目 決算書 目　　　名

目
的

循環型社会の形成
対
象

市民

事務事業名称

4 2 2 138 頁 塵芥処理費 塵芥処理事業



２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２０～Ｈ２２（決算額）、Ｈ２３（予算現額） ６．H24年度予算の方向性

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

財
源
内
訳

県　　費 100

理由

一般財源 767

事業の方向性 評価内容

継続
旧西部清掃センター埋設物処理が終了したが、引き続き環境保全に努め
ること

 ④ 手段の
　  妥当性

活動指標の分析 3 目的達成のために適切な手段である

 ⑤ 事業の
　  有効性

成果指標の判断 3 期待したとおりの成果が上がっている

 ② 行政の
　　関与性

責任領域の精査 3
法令等により、市が実施主体であるこ
とが定められている

着眼点

事業費に係る人件費 425

 ③ 受益の
　　対象性

事業対象の確認 3 広く市民に享受できている

分析 分析根拠

 ① 事業の
　  必要性

必要性の再確認 3 事業の必要性が高い

427 3,942 430

47 129

旧西部の水質検査がH24年度
まで必要なため

市　　債

そ の 他 175 222 185 225

国　　費 20,200 85,966

112

33,352 267,037 3,458

うち経常 767 762 2,734 3,458

353,235 3,812
前年並

うち経常経費 1,042 1,096 2,966 3,812

不法投棄に対しては広報・啓発活動を行い、家庭ごみの減量化、再資
源化を進める

決 算 額 （千円）
Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 方向性

1,042 53,886

対応（改善点等）
ｄ

ごみの不法投棄が多く発生している。また、ごみの減量化等を図る必
要がある

課題
c

a
看板設置
数

ヶ所
39

％ 70.0 ％

ヶ所

―

件 84 件

―

b
補助実施
数

件
82 件 100

68.3 ％ 83.3

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

循環型社会の形成
― ― ―

目標

成果指標名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ 活動指標名 単位

30 ヶ所 27 ヶ所

―

ｃ ｄ

里山・田園・水辺を守り育て、ごみを削減し、資源化を進めるため

目標 120件 目標

ｂ

数値 ―

活
動
指
標

指標 a 看板設置数

数値 目標 随時

補助実施数

成
果
指
標

指標名 循環型社会の形成 目
標
年
度

―

指標の設定理由

3

3

33

3

0

1

2

3
事業の必要性

行政の

関与性

手段の

妥当性

事業の

有効性

受益の

対象性

分析グラフ


